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 要 旨   

 

目的：アルコール使用障害（AUD）は、慢性的で再発しやすく、治療効果が低い疾患である。ア

ルコールへの渇望とネガティブな感情はともに飲酒量を増加させるが、健康な成人であれば、

前頭前野（PFC）に依存する認知的な戦略を用いてその効果を弱めることができる。しかし、AUD

は、認知機能の低下と PFCの障害を伴う。そこで本研究では、AUD患者が PFCをうまく活用して

渇望やネガティブな感情を効果的に調節できるかどうか、2 種類の調節の間に神経メカニズム

が共有されているかどうか、そして調節の成功に個人差が影響しているかどうかを検証した。 

 

方法：機能的 MRIを用いて、AUD患者は渇望調節課題（n = 17）を行った。この課題では、手が

かりによる渇望の誘発条件と指示による調節条件を比較した。また、感情調節課題（n＝15）で

は、否定的な感情の条件と指示された調節の条件を比較した。感情制御課題は、AUDの認知行動

療法の治療法を参考にした。各試行において、自己申告による渇望感と否定的感情を収集した。 

 

結果：AUD患者は、認知行動療法に基づく戦略を用いて渇望と否定的感情を制御するように指示

されると、効果的に制御することができた。また、渇望やネガティブな感情に関連する領域（腹

側線条体、扁桃体など）の活動の低下と関連していた。渇望の効果的な制御は、アルコールに

対する否定的な期待感と関連していた。 

 

結論：AUDにおける渇望とネガティブな感情の制御には、個人差はあるものの、共通の制御シス

テムと異なる制御システムが存在する。このことは、AUD治療に重要な意味を持つ。 

 


